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公益社団法人全日本トラック協会会長 殿   

 

 

 

自動車局貨物課長     

(公印省略) 

 

 

「一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃について」の一部改正について 

 

 

 標記について、別添のとおり各地方運輸局自動車交通部長、関東・近畿運輸局自動車

監査指導部長及び沖縄総合事務局運輸部長あて通達したので、この旨了知されるととも

に、傘下会員に対し周知方願います。 



別添 

 

 国自貨第１５６号 

令和５年３月１日 

 

 

各 地 方 運 輸 局 自 動 車 交 通 部 長 

関東・近畿運輸局自動車監査指導部長   殿 

沖 縄 総 合 事 務 局 運 輸 部 長 

 

 

自動車局貨物課長     

(公印省略) 

 

 

「一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃について」の一部改正について 

 

 

 「一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃について」（令和２年４月 24 日付け国

自貨第 14 号）の一部を別添新旧対照表のとおり改正したので、事務処理にあたり遺漏の

ないよう取り計らわれたい。 
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○一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃について（令和２年４月 24 日付け国自貨第 14 号）（抄） 

改    正 現    行 

令和２年４月 24 日 国自貨第 14 号 

一部改正  令和５年３月１日 国自貨第 156 号 

令和２年４月 24 日 国自貨第 14 号 

  

各地方運輸局自動車交通部長 

関東・近畿運輸局自動車監査指導部長   殿   

沖縄総合事務局運輸部長 

各地方運輸局自動車交通部長 

関東・近畿運輸局自動車監査指導部長   殿   

沖縄総合事務局運輸部長 

  

自動車局貨物課長    

(公印省略)  

自動車局貨物課長    

(公印省略)  

  

一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃について 一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃について 

  

１．（略） １．（略） 

２．具体的な適用方法 ２．具体的な適用方法 

標準的な運賃の設定に当たって想定している具体的な適用方法について

は、以下のとおりである。 

標準的な運賃の設定に当たって想定している具体的な適用方法について

は、以下のとおりである。 

⑴～⑻ （略） ⑴～⑻ （略） 

⑼ 燃料サーチャージ ⑼ 燃料サーチャージ 

告示Ⅶに規定する燃料サーチャージについては、一般貨物自動車運送事業

に係る標準的な運賃（燃料サーチャージの算出方法等）を定めた件（令和

５年国土交通省告示第 147 号）の定めるところによる。 

告示Ⅶに規定する燃料サーチャージについては、別添のとおりとする。 

 標準的な運賃の設定に係る原価計算においては、燃料費を 100 円として算

出していることから、燃料サーチャージの基準価格も 100 円として設定して

いる。各運送事業者が燃料サーチャージを導入する際は、「トラック運送業

における燃料サーチャージ緊急ガイドライン」（平成 24 年５月 16 日最終改

定）も参考にしつつ、当該運送事業者が自社の運賃の設定に係る原価計算に

おいて基準とした燃料費を燃料サーチャージの基準価格として設定すること

が望ましい。 

⑽ （略） ⑽ （略） 

３．（略） ３．（略） 

４．（略） ４．（略） 
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（削る） 別添 

 

 


